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水
田
利
用
再
編
対
策
に

　
　
八
百
八
十
万
円
を
追
加

囹
霜
条
農
道
を
町
道
に
編
入
方
請
願
、

　
こ
の
請
願
は
、
細
部
審
査
の
た
め
建

設
社
会
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
が
、
委
員
長
報
告
の
の
ち
採
択

と
決
ま
り
ま
し
た
。

囹
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

囹
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
こ
の
二
件
は
、
手
当
額
の
減
額
な
ど

を
含
む
人
事
院
勧
告
に
よ
る
も
の
の
改

正
で
す
。

囹
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

告報て会議

一
部
改
正

　
冬
期
保
安
用
員
の
報
酬
を
月
額
八
万

円
か
ら
九
万
円
に
変
更
し
ま
し
た
。

囹
五
士
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

六
千
九
百
六
十
万
円
の
追
加
で
、
総
額

は
二
十
六
億
九
千
四
十
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　先月2日に招集の定例議会は、22日ま

で会期が続きました。

　日程的には、18日には条例改正や各会

計の補正予算を、21日には、52年度の各

会計の決算認定を、22日には、町政に対

する一般質問を、といった足どりです。

　
主
な
追
加
分
と
し
て
は
、
水
田
利
用

再
編
対
策
補
助
金
と
し
て
八
百
八
十
万

円
、
道
路
改
良
舗
装
工
事
請
負
費
に
、

八
百
五
十
五
万
円
、
豪
雨
災
害
な
ど
の

復
旧
工
事
費
に
千
六
百
十
四
万
円
、
そ

の
ほ
か
、
給
与
条
例
の
改
正
に
よ
る
増

額
分
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
七
つ
の
特
別

会
計
に
つ
い
て
も
、
補
正
を
行
っ
た
ほ

か
、
田
戸
簡
水
の
工
裏
胴
負
契
約
の
変

更
、
町
道
の
認
定
、
変
更
及
び
廃
止
等

も
原
案
ど
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

0
0
0
C
O
O
O
《
U
《
》
C
《
U
O
O
O
O
C
O
C
O
e
O
O
O
O

五
つ
の
会
計
が
黒
字
に

　
　
　
　
　
　
決
算
審
査

　
終
日
、
五
十
二
年
度
の

各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

　
各
会
計
の
決
算
状
況
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
苦
し
い
財
政
運
営
の
中

で
す
が
、
一
般
会
計
で
三

千
五
百
八
十
二
万
円
の
黒

字
と
な
っ
た
の
を
始
め
、

四
つ
の
特
別
会
計
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
翌
年
度
へ
の
繰

越
が
で
き
る
と
い
う
、
建

全
財
政
が
堅
持
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
一
般
会
計
の

決
算
状
況
は
、
詳
細
を
別

掲
と
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

52年度各会計の決算状況
単位：円

会計区分 歳　入 歳　出 差　引　額

一　般　会　計 1，940，840，188 1，905，012，679 35，827，509

国保事業勘定 346，117，359 331，430，035 14，687，324

国保施設勘定 53，958，720 48，966，668 4，992，052

仙田へき診会計 12，410，428 14，467，195 △2，056，767

歯科診会計 24，081，740 23，428，958 652，782

農業共済会計 55，590，377 30，145，139 25，445，238

簡易水道会計 92，410，991 96，023，265 △3，612，274

合　　　　計 2，525，409，803 2，449，473，939 75，935，864

三
議
員
が

一
般
質
問
に

　
最
終
日
の
二
十
二
日
に
は
、
町
政
に

対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
所
晶
同
者
は
三
名
、
そ
の
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
す
。

戸
田
専
治
議
員
　
町
内
か
ら
、
県
議
会

の
場
に
議
員
を
送
る
時
期
に
来
て
い
る

と
考
え
る
。
根
津
町
長
は
、
そ
の
最
適

任
者
と
思
う
が
ど
う
か
。

根
津
町
長
　
町
が
今
日
の
発
展
を
み
た

の
は
、
町
民
各
位
の
惜
し
み
な
い
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
私
の
力

で
は
な
い
。

　
川
西
町
の
現
状
を
見
極
め
、
最
も
有

利
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
現
状
の
ま
ま

進
む
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

戸
田
哲
次
議
員
　
医
師
確
保
の
た
め
、

町
で
契
約
医
学
生
制
度
の
設
置
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

根
津
町
長
　
奨
学
制
度
に
よ
る
医
師
の

養
成
で
あ
る
が
、
町
単
独
で
は
な
か
な

か
む
ず
か
し
い
。
今
後
は
県
や
医
師
会
、

市
町
村
の
三
者
に
よ
る
、
医
師
確
保
合

同
協
議
会
と
い
っ
た
も
の
の
設
置
も
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
で
は
、
自
治
医
科
大
学
や
、
県

単
に
よ
る
奨
学
制
度
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
生
か
し
て
行
き
た
い
。

滋
野
一
郎
議
員
　
交
通
安
全
対
策
の
指

導
の
た
め
、
役
場
に
交
通
安
全
課
と
い

っ
た
も
の
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

根
津
町
長
　
交
通
安
全
の
指
導
が
、
常

に
緊
急
課
題
で
あ
る
こ
と
は
お
説
の
と

お
り
で
あ
る
。
安
全
協
会
を
始
め
対
策

協
議
会
、
指
導
員
な
ど
の
献
身
的
な
活

躍
に
は
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

　
当
面
は
、
交
通
安
全
対
策
係
の
も
と

に
指
導
を
進
め
、
常
備
の
指
導
員
を
置

く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

川
西
町
が

貯
蓄
実
践
地
区
の

　
　
　
　
　
指
定
を

　
昨
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
川
西
町

が
貯
蓄
実
践
地
区
と
し
て
、
県
生
活

環
境
部
長
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
在
会
員
は
、
農
協
婦
人
部
・
農

村
地
域
主
婦
講
座
（
代
表
藤
巻
八
重

子
・
金
子
ヒ
ロ
子
さ
ん
）
の
皆
さ
ん

四
十
名
く
ら
い
。
映
画
鑑
賞
を
手
始

め
に
、
今
後
三
年
間
、
各
機
関
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
金
銭
観
、
貯
蓄

観
さ
ら
に
は
、
社
会
教
育
や
生
活
改

善
な
ど
の
幅
広
い
活
動
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
和
な
家
庭
と
、
よ
り
よ
い
町
づ

く
り
の
た
め
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が

行
う
事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
会
へ
の
皆
さ
ん

の
参
加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
問
い

合
せ
は
、
役
場
の
総
務
課
及
び
農
協

の
婦
人
部
ま
で
ど
う
ぞ
。
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ひ
つ
じ
に
な
ら
っ
て

仲
間
づ
く
り
の
年
に

　
輝
か
し
い
新
春
に
あ
た
り
、
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
は
ひ
つ
じ
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ひ
つ
じ
は
、
人
類
と
の
出
あ
い
の
も

っ
と
も
古
い
動
物
だ
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
性
質
は
温
和
で
、
多
く
の
ひ
つ

じ
が
仲
良
く
行
動
す
る
習
性
を
も
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご

存
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
元
気
な
子
ひ
つ
じ
も
、
年
老
い
た
も

の
も
、
傷
つ
い
た
も
の
も
、
す
べ
て
群

の
中
に
含
ん
で
、
助
け
あ
い
な
が
ら
行

動
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
こ
ん
な
ひ
つ
じ
の
習
性
に

な
ら
っ
て
、
仲
間
づ
く
り
の
年
、
お
互

い
に
連
携
を
深
め
る
年
、
そ
し
て
、
子

供
や
年
寄
り
や
病
人
を
守
っ
て
、
明
る

く
楽
し
い
町
づ
く
り
に
励
み
た
い
と
願

　
　
　
　
町
長
　
根
津

っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
も
大
変
事
業
の
多
い

年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町
内
で
行
わ
れ

た
建
設
事
業
は
、
公
共
事
業
等
ま
で
含

め
ま
す
と
、
三
十
一
億
円
に
も
及
び
ま

し
た
。
こ
の
中
に
は
、
体
育
館
を
始
め

学
校
・
道
路
関
係
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら

何
か
と
ご
負
担
を
い
た
だ
い
た
も
の
も

多
か
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
事
業
が
順
調
に
推
移
で
き
ま
し

た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
お
だ
や
か
に
明
け
た
新
年
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
、
小
雪
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
幸
い
、
今
冬
か
ら
の
除
雪
は
、
上
野

下
条
間
が
オ
一
種
路
線
に
格
上
げ
さ
れ
、

室
島
小
脇
間
三
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

オ
三
種
路
線
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

正
三

　
県
の
除
雪
計
画
に
呼
応
し

て
、
町
で
も
除
雪
協
力
会
の

応
援
の
も
と
に
、
年
々
克
雪

の
態
勢
を
固
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

除
雪
作
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
皆
様
か
ら
も
格
別
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
オ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
国
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
予
算
編

成
方
針
で
、
景
気
の
回
復
と
雇
用
の
確

保
・
財
政
の
健
全
化
を
大
き
な
目
標
に

掲
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
国
債
へ
の
依
存
率
は
史
上
最
高
と
も

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
ま
た
、

減
反
政
策
や
ら
企
業
の
倒
産
・
就
職
難
、

失
業
と
、
不
安
の
要
素
は
か
げ
を
ひ
そ

め
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
も
、
こ
の
よ
う
な
極
め
て
き

び
し
い
社
会
情
勢
を
、
冷
静
に
見
つ
め

な
が
ら
、
極
力
無
駄
を
は
ぶ
き
、
惰
性

を
排
し
な
が
ら
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
営
む
た
め
の
町
づ
く
り
に
専
念
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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ミ
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ミ
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N
ミ
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§
ミ
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ミ

　
　
り

　
　
つ
年

ま
0

雪
3

　
十
日
町
市
の
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、

雪
ま
つ
り
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
記

念
写
真
集
”
臼
い
愛
の
祭
典
－
十
日
町

雪
ま
つ
り
三
十
年
”
を
発
行
し
た
い
と

記
念
写
真
集
を
発
行

　
　
　
　
　
　
希
望
者
は
市
役
所
ま
で

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
写
真
集
は
、
変
型
B
5
版
・
百

三
十
ぺ
ー
ジ
、
価
格
は
、
二
千
円
（
今

月
二
十
日
ま
で
の
申
込
み
者
に
は
千
八

百
円
）
で
す
。

　
発
刊
に
あ
た
り
、
予
約
受
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
左
記
ま
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
〒
九
四
八
・
十
日
町
市
干
歳
町
三

　
　
の
三
、
十
日
町
市
役
所
商
工
課
内
、

　
　
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会
（
電
七

　
　
－
三
二
一
、
内
線
二
四
二
）

ー
キ
》
ー
ノ
曜

ね
　
忘
れ
な
い
で
…
…

　
　
　
　
拠
出
制
年
金
の

　
　
　
　
　
　
現
況
届

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
（
通
算
老

齢
年
金
を
含
む
）
の
事
務
は
、
東
京

の
社
会
保
険
庁
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
金
は
、
皆
さ
ん
が
裁
定
請
求
の

際
に
希
望
し
た
金
融
機
関
を
通
し
て
、

年
に
四
回
（
通
算
老
齢
年
金
は
年
二

回
）
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
年
金
の
支
払
い
は
、
社
会
保

険
庁
が
毎
年
皆
さ
ん
の
生
存
な
ど
を

確
認
し
た
う
え
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
年
金
を
引
き

続
い
て
受
け
る
た
め
に
は
、

年
一
回
、
社
会
保
険
庁
に
、

生
存
し
て
い
る
こ
と
の
証
明

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
を
、
現
況
届
（
国

民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
）

と
い
い
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
昭
和
五
十
三

年
二
月
十
五
日
以
前
か
ら
年

金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
必

ず
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ

キ
）
は
、
一
月
十
五
日
ご
ろ

ま
で
に
、
社
会
保
険
庁
か
ら

2
か
ー
〈
～
し
j

　
D

受
給
者
あ
て
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

　
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
用
紙

に
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
（
押

印
も
忘
れ
ず
に
）
、
町
長
の
証
明
を

受
け
て
、
二
月
十
五
日
ま
で
に
社
会

保
険
庁
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
現
況
届
が
期
限
ま
で
に
提
出

さ
れ
な
い
と
、
引
き
続
い
て
年
金
を

支
払
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
の
判
断
が

つ
き
ま
せ
ん
の
で
、
届
が
提
出
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支
払
い
が
一

時
中
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
用
紙
が
届
か
な
い
場
合
に

は
、
役
場
年
金
係
に
備
え
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

現況届を忘れると

　　年金はストップされます

献
　
鼠

甫
西
町
役
場

●

・
●
●

．
，
・

　
　
　
　
　
撮
椀
届

　
　
　
　
電
回
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計
円
円
円

会
研
癖

般
㎎
”
卵

　
　
　
　
　

一
1
9
1
9

度
入
出
字

年
　
彌

《
∠
歳
歳
差

国庫支出金

　　　　180，924
県支出金　　（9）

253，004
　（13）

町　債

328，800
　（17）

歳入合計
1，940，840千円

地方交付税

災害復旧費38，060千円（2．0％）

　〉町費災害320万円》補助災害

　3006万円

その他　　職一税・、

響麟麟翻．
．欝麟纈

720，700
（37％）

172，968
　（9）

分担金及び

　負担金32，376（2）

iiil単位は千円　嚢

画
税
留
翻

33，081千円（1．7％）

議
劉
矧

欝
鞠

藝
驚

鞭
礁

市町村民税
72，625千円

　　（28．8％）

固定資産税
142，826千円（56．7％）

＼
　たばこ消費税　22，568千円 （9．O％）

レ町債元金4984万円〉町債利子

6737万円〉一時借入金利子305

万円〉建物購入費1865万円

電気税9，735千円
軽自動車税　4，143千円
木材引取税　　　446千円

特別土地保有税　25千円

（5．5％）
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d
　
　
　
　
　
　
聴
讐

D
O
l
o
o
l
o
O
9
9
●
，
璽
曾
聖
－
馨
l
O
聖
O
曾
響
豊
e
魯
，
1
9
1
9
5
0
，
1
6
，
ノ
，

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
も
う
家
計
簿
の
決
算
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
．
　
ノ
ゆ

　
町
で
は
、
ほ
ぼ
一
年
遅
れ
に
な
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
会
計
の
決
算
が
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

こ
の
ほ
ど
終
わ
り
ま
し
た
。
五
十
二
年
度
と
い
え
ば
、
今
と
同
じ
よ
う
に
、
不
況
の
　
　
噂

波
と
諸
物
価
の
上
昇
と
い
う
、
非
常
に
苦
し
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
町
は
、
　
簡

国
の
景
気
回
復
策
に
関
連
す
る
建
設
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
　
一

な
仕
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
三
千
五
百
八
十
二
　
　
噸

万
円
の
黒
字
（
一
般
会
計
）
を
見
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
五
十
二
年
度
決
算
の
中
で
、
大
き
な
特
徴
点
を
ひ
ろ
っ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
歳
入
　
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

で
は
、
税
収
な
ど
に
伸
び
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
勢
い
、
町
債
（
借
金
）
に
大
き
く
　
　
一

衣
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
次
構
事
業
が
終
盤
を
迎
え
た
こ
と
も
　
　
　
“
一

あ
っ
て
、
国
県
支
出
金
が
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
教
育
費
が
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
橘
小
及
び
上
野
　
　
鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

小
の
体
育
館
、
ま
た
、
継
続
事
業
に
よ
る
総
合
体
育
館
建
設
な
ど
が
、
そ
の
原
因
と
　
　
鱒

な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
面
で
も
お
知
ら
せ
の
よ
う
に
、
二
次
構
関
係
の
減
少
で
、
農
　
　
｛

林
水
産
業
費
が
前
年
よ
り
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
少
な
く
な
っ
た
の
も
目
に
つ
き
ま
す
。
　
崩

〉春季異常豪雪対策補助400万円〉有

放自動化補助300万円〉集落開発セン

ター677万円レ墓盤整備事業補助1500

万円レ砂坂農道1742万円〉二次構関連緊

急3966万円〉二次構956万円〉地域農

政特対事業1886万円》モデル事業5642

万円〉林道事業1600万円》造林事業31

68万円〉小規模土地改良事業300万円

レ稲転奨励補助735万円

腿

．鰭

覇

鋸

凹鞘

。6響o。。●、●．・｝

8

認数
． 疋去

a内

総務費
378，6羅3

　帯円

（玉9。9瓢）

》交通対策費349万円

》土地購入費2263万円

〉教育センター整備費

3115万円

　穫
堪堺

啄魅
〆蟻噛奪鱗、

議

レ老人医療費4287万

円〉保育所運営費1

億377万円〉児童手
当1812万円レ国保事

業勘定繰出600万円

》橘小屋体建設6957万円レ上野

小屋体建設1673万円〉橘小設備

工事307万円レ橘小浄化槽300

万円〉千手小用地取得造成3456

万円〉自倉教員宿舎949万円〉

総合体育館建設6926万円レ教材

費（国庫負担分）439万円レ川

中スクールバス委託777万円

紛幾　
亀
．
整
￥

鉢
縷
糟

粛
謬
篠
機

69，281千円（3．6％）

〉広域消防負担6901万円

枷
俺
ノ

餐
、
防
費

》国県道工事負担

1868万円〉道路新

設改良事業1億76

06万円レ除雪機械

購入費1606万円〉

河川改修1333万円

衛生費

　　86，144千円（4．5％）

》衛生施設組合負担金2914万円〉簡水

繰出金558万円レ水道会計繰出金1400

万円〉成人病ほか各種検診399万円

藩

商工費
　14，325千円（0．8％）

〉商工会館建設補助350万円〉産

育資金預託500万円

、
　
　
搬

濃．

駕

緯
懲
殴

諸支出金
18，650千円（1．0％）
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新春インタビュー

し

ケ
父丞く　習呂

小・中学校長に聞くり

　　　　　　　　リワ　　　　　　　～　　　　　6小学校1中学、これが
　　　　　　　　　　　町内の義務教育施設です。
　　　　　　　　　　　　大は中学校の448名から、
　　　　　　　　　　　小は高倉小の22名まで規模
　　　　　　　　　　　　はさまざま、しかし、教育
という人づくりにかける情熱はミ負けてたまるか≧と
真剣そのものです。

　新春にちなんで、その意気込みをそれぞれの校長先
生に伺ってみました。
教育目標に添つての具体的な活動内容です．〆

お
の
れ
に
克
つ

　
　
　
　
　
　
の
精
神
を

知
・
情
・
意
の

　
　
　
三
つ
を
基
本
に

囹
児
童
数
三
百
六
十
名

囹
教
職
員
数
二
十
三
名

ノ
　！

心
身
と
も
に
健
康
で
　
自
分
の
力
を
せ
い
い
っ
ぱ

い
伸
ば
し
て
い
く
子
〃

　
「
勉
強
と
い
う
こ
と
ば
の
分
析
は
、
し
（
強
）
い
て
つ

と
め
（
勉
）
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
れ
も
が
、
勉
強
な

ん
て
楽
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
無

理
に
や
ら
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
事
実
な
ん
で
す
ね
エ
。
」

千
手
小
室
岡
倉
二
先
生

　
そ
こ
に
、
教
師
の
手
腕
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
知
り
、
特
性

を
生
か
す
導
き
方
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
「
知
・
情
・
意
こ
の
三
つ
が
学
校
運
営
の
基
本
で

す
。
知
と
は
学
力
、
情
は
情
操
・
道
徳
、
意
は
体
力
．
一

精
神
力
と
い
っ
た
意
味
で
す
ね
エ
。
こ
れ
ら
の
総
合

的
な
指
導
が
小
学
校
教
育
の
過
程
だ
と
考
え
ま
す
凶

　
欠
か
せ
な
い
体
力
づ
く
り
は
、
毎
日
の
業
間
に
行

う
マ
ラ
ソ
ン
に
代
表
さ
れ
よ
う
。
グ
ラ
ン
ド
を
始
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

囹
生
徒
数
四
百
四
十
八
名

囹
教
職
員
数
　
三
十
名

〃
”
健
康
で
よ
く
働
く
　
知
性
あ
る
よ
い
社
会
人
に
な

ろ
う
〃
”

　
　
一
町
一
中
学
校
だ
が
、
昭
和
五
十
七
年
の
四
百
八

十
六
名
を
ピ
ー
ク
に
、
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
入
る
。

　
　
「
私
は
、
常
に
“
お
の
れ
に
克
て
”
と
い
う
こ
と

を
い
っ
て
い
ま
す
。
ね
ば
り
強
い
根
性
と
忍
耐
力
を

つ
ち
か
っ
て
自
分
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
人
に
勝
つ

よ
り
む
ず
か
し
い
こ
と
な
ん
で
す
。
」

　
さ
す
が
中
学
校
と
も
な
る
と
、
き
び
し
い
お
こ
と

ば
だ
。
依
頼
心
、
ひ
弱
な
精
神
は
か
な
ぐ
り
捨
て
ろ

川
西
中
金
子
進
吾
先
生

　
「
校
舎
南
側
の
荒
地
を
、
生
徒
会
活
動
で
広
場
に

す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
企
画
・
設
計
・
工
事
す
べ

て
生
徒
の
手
に
ゆ
だ
ね
る
も
の
で
、
勤
労
・
協
力
の

精
神
を
教
え
る
も
の
。
完
成
を
重
ん
じ
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
過
程
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
発
想
か
ら

で
す
。
」

　
「
広
い
グ
ラ
ン
ン
ド
と
、
近
代
的
な
給
食
施
設
・

寄
宿
舎
設
備
な
ど
は
、
よ
そ
に
見
ら
れ
な
い
恵
ま
れ

た
施
設
だ
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
欲
を
い
う
な
ら
、
教

室
（
図
書
・
理
科
・
教
材
室
等
）
の
不
足
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
」
。
し
か
し
、
恵
ま
れ
過
ぎ

て
現
わ
れ
る
逆
の
現
象
も
否
め
な
い
。
例
え
ば
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
・
寄
宿
舎
な
ど
は
、
完
全
に
子
供
た
ち

の
体
力
づ
く
り
の
阻
害
に
な
る
と
い
う
。
部
活
・
マ

ラ
ソ
ン
大
会
・
二
十
キ
ロ
以
上
も
歩
く
遠
足
・
記
録

会
の
ほ
か
、
体
力
づ
く
り
の
活
動
は
今
も
模
索
中
だ
。

　
高
校
進
学
率
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
強
。
受
験
生
た

ち
は
、
ま
さ
に
、
お
の
れ
に
克
つ
た
め
に
真
剣
な
毎

日
で
あ
る
。

ぞ
●
～
●
～
●
≧
●
之
●
～
●
～
●
～
●
≧
●
～
●
～
●
≧
●
≧
●
～
●
≧
○
～
●
～
●
～

初
代
校
長
を

　
　
　
師
と
仰
い
で

囹
児
童
数
百
六
十
一
名

囹
教
職
員
数
十
三
名

〃
”
す
す
ん
で
学
び
　
さ
い
ご
ま
で
や
り
ぬ
こ
う
〃
”

上
野
小
池
田
正
樹
先
生

　
「
初
代
校
長
の
村
田
盛
孝
先
生
の
教
訓
を
、
今
に

伝
え
た
い
と
い
う
の
が
私
の
方
針
で
す
。
」
と
、
校

長
室
に
掲
げ
る
肖
像
画
を
見
あ
げ
る
。
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＼校
舎
付
近
の
道
路
を
か
け
る
こ
と
が
日
課
で
あ
る
。

　
「
そ
の
成
果
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
が
、
県
少
年

少
女
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
二
枚
の
賞
状
を
い
た
だ
い
て

来
ま
し
た
。
」

　
強
い
て
勉
め
さ
せ
る
こ
と
か
ら
の
解
放
と
で
も
い

え
よ
う
か
、
毎
週
土
曜
日
は
ノ
ー
カ
バ
ン
デ
ー
と
な

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
日
は
、
児
童
会
を
中
心
に
、
子
供
た
ち
の
自

主
的
な
活
動
を
尊
重
す
る
と
き
な
の
だ
。

　
「
校
舎
が
改
築
中
で
て
ぜ
ま
な
た
め
、
学
力
の
低

下
と
、
事
故
防
止
に
特
に
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。
」

　
昭
和
四
十
六
年
に
健
康
優
良
校
日
本
一
と
な
っ
て
、
・

そ
の
伝
統
を
け
が
さ
な
い
努
力
も
忘
れ
て
い
な
い
学

校
で
も
あ
る
。

．
●
≧
●
～
●
～
○
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
聖
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～

囹
児
童
数
　
二
十
二
名

囹
教
職
員
数
六
名

“
よ
く
考
え
　
進
ん
で
実
行
し

る
子
供
〃
・

小
規
模
校
で
も

　
　
　
学
力
低
下
は
な

た
く
ま
し
く
伸
び

　
開
口
一
番
「
極
小
規
模
校
で
あ
っ
て
も
、
学
力
低

下
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
遺
産
（
教
科
）
の
伝
達
は
、

け
っ
し
て
負
け
ま
せ
ん
。
」
と
語
気
を
強
め
る
。

　
そ
の
証
拠
に
は
、
全
国
標
準
学
力
テ
ス
ト
で
も
、

常
に
上
位
に
入
る
そ
う
だ
。

　
「
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
大
勢
の
中
で
も
み
合
う

と
い
う
こ
と
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
い
い
意
味
で

の
競
争
心
に
欠
け
、
お
互
い
の
励
み
が
な
い
こ
と
で

す
ね
エ
。
」

※
実
は
、
紙
面
の
都
合
で
、
お
伺
い
し
た
ほ
ん
の
一

部
分
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
来
な
ら
、
P
T
A
活
動
の
模
様
な
ど
も
お
知
ら

せ
し
た
い
と
張
り
き
っ
て
い
た
の
で
す
が
…
…
。

　
い
つ
か
機
会
を
み
て
、
　
“
学
校
紹
介
”
と
い
っ
た

企
画
で
、
こ
の
う
め
あ
わ
せ
を
し
た
い
と
念
じ
て
い

る
の
で
す
が
…
…
…
…
。

い

高
倉
小
金
子
安
三
先
生

　
そ
の
解
消
に
と
、
他
学
校
と
の
交
換
会
や
、
夏
休

み
中
の
合
宿
訓
練
な
ど
で
、
共
同
・
協
力
・
忍
耐
の

精
神
か
ん
養
に
努
め
て
い
る
。
国
際
村
の
子
供
た
ち

と
の
交
流
も
、
欠
か
せ
な
い
場
面
だ
。

　
子
供
た
ち
の
自
主
・
協
力
・
情
操
の
心
を
養
お
う

と
“
総
合
活
動
”
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
。

　
　
「
週
二
時
間
く
ら
い
で
す
が
…
。
例
え
ば
、
雪
消

え
に
は
、
春
を
さ
が
そ
う
と
野
山
の
観
察
に
出
掛
け

る
。
次
に
は
見
て
来
た
も
の
を
絵
に
す
る
、
名
前
を

覚
え
る
…
…
と
い
っ
た
具
合
に
。

高
倉
の
よ
さ
を
見
つ
め
よ
う
と
、
高
倉
だ
い
こ
や
盆

踊
り
も
、
地
区
の
人
た
ち
の
指
導
で
や
っ
て
い
ま
す
。

好
評
で
す
よ
。
」

　
先
生
を
囲
ん
で
の
給
食
も
、
子
供
た
ち
に
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
、
失
礼
な
が
ら
、
あ
の
小
さ
な
プ
ー
ル

の
練
習
で
も
、
親
善
水
泳
大
会
で
は
、
上
位
に
入
っ

た
と
、
子
供
た
ち
の
自
信
も
大
き
い
。

　
今
の
五
年
生
が
卒
業
す
る
と
、
全
校
児
童
は
十
人

前
後
と
な
る
。
深
刻
な
問
題
だ
が
、
ク
ル
ク
ル
と
ひ

と
み
を
輝
か
せ
る
子
供
た
ち
が
、
こ
こ
に
い
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
、
と
強
張
さ
れ
た
。

　
教
育
環
境
の
不
自
由
な
中
で
、
子
守
学
級
を
始
め
、

さ
い
ほ
う
・
夜
学
・
体
育
に
格
別
の
情
熱
を
注
ぎ
、

す
べ
て
の
人
に
勤
労
と
勉
学
の
尊
さ
を
説
い
た
初
代

校
長
に
、
教
わ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。

　
「
体
を
と
お
し
て
苦
労
を
す
る
こ
と
、
そ
の
苦
労

を
継
続
し
て
や
り
遂
げ
る
努
力
を
さ
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
そ
こ
か
ら
“
晴
耕
雨
読
”
と
い
う
こ
と
を
見

つ
け
出
し
、
指
針
に
し
ま
し
た
。
」

　
晴
れ
た
日
に
は
外
で
活
動
し
、
雨
の
と
き
は
室
内

で
学
ぶ
、
こ
の
姿
勢
は
、
生
が
い
教
育
の
基
礎
だ
と

説
か
れ
る
。
農
業
ク
ラ
ブ
に
よ
る
栽
培
実
習
や
、
早

朝
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
一
方
文
化
ク
ラ
ブ
に
よ
る
郷
土

の
学
習
・
研
究
に
余
念
が
な
い
。

　
「
雨
の
と
き
の
学
習
に
、
も
う
少
し
積
極
性
が
ほ

し
い
…
…
…
．
、
全
体
の
気
風
と
し
て
、
依
頼
心
が
強

い
よ
う
に
見
受
け
ま
す
。
も
っ
と
、
き
び
き
び
し
た

子
供
に
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

　
体
育
館
の
完
成
で
、
運
動
・
遊
び
と
も
活
発
に
な

り
、
積
極
的
な
面
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
か

ら
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
音
楽
・
理
科

方
面
に
力
を
入
れ
た
い
と
か
。
情
操
教
育
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
体
を
と
お
し
て
の
勉
強
と
、
郷
土
と
い

う
身
近
か
な
教
材
を
、
ふ
る
に
活
用
し
て
み
た
い
と

い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
≧
●
≧
●
～
●
～
●
≧
●
～
○
～
●
～
●
～

一
人
一
番
運
動
で

個
性
を
み
が
く

囹
児
童
数
百
四
十
名

囹
教
職
員
数
十
九
名

〃
正
し
く
見
深
く
考
え
　
自
ら
や
り
ぬ
く
た
く
ま

し
い
子
供
〃
師

　
町
内
で
た
だ
一
つ
、
分
校
（
小
脇
）
と
冬
期
分
校

（
藤
沢
・
大
倉
）
を
有
す
る
学
校
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
平
素
の
運
営
と
今
後
へ
の
課
題
も
多
い
。

　
「
こ
の
学
校
が
誕
生
し
て
か
ら
五
年
た
ち
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
ま
だ
伝
統
と
い
わ
れ
る
も
の
が
な
い

ん
で
す
ね
エ
。
幸
い
、
昨
年
、
校
旗
・
校
章
・
校
歌

を
制
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
よ
り
よ
い
校

風
づ
く
り
に
励
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

　
教
育
目
標
に
そ
っ
て
は
、
　
“
一
人
一
番
運
動
”
の

実
践
と
み
た
。

　
「
学
習
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
何
で
も
い
い
、
と

に
か
く
、
彼
は
こ
れ
が
一
番
な
ん
だ
、
と
み
ん
な
が

仙
田
小
大
川
博
久
先
生

認
め
る
よ
う
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
引
き
出
し

た
い
の
で
す
。
学
級
一
番
・
学
校
一
番
こ
の
気
運
を

高
め
て
、
お
互
い
に
せ
っ
さ
た
く
ま
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
」
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
運
動
に
は

小
脇
分
校
も
意
欲
十
分
、
こ
と
に
習
字
に
た
け
て
い

る
の
だ
そ
う
だ
。

　
平
均
年
齢
三
十
三
歳
、
と
若
さ
を
誇
る
教
職
員
の

熱
意
も
こ
と
さ
ら
で
あ
る
。

　
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
の
た
め
、
体
位
・
体
力
の

劣
え
が
顕
著
で
す
。
こ
の
解
決
策
に
と
、
毎
週
一
回

集
団
登
下
校
の
日
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
な

ら
、
も
う
少
し
、
こ
の
回
数
を
ふ
や
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」

　
集
団
登
下
校
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
、
友

だ
ち
関
係
を
深
め
、
た
く
ま
し
い
体
力
づ
く
り
に
な

る
と
力
説
さ
れ
る
の
だ
。
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囹
児
童
数
　
百
八
十
名

囹
教
職
員
数
十
四
名

〃
ゆ
た
か
な
心
と
　
強
い
体
を
も
ち
　
最
後
ま
で

や
り
ぬ
く
子
供
“
“

外
は
雪
だ
と
い
う
の
に
、
短
パ
ン
ツ
、
半
そ
で
姿
の

児
童
が
目
に
つ
く
、
詳
し
く
い
う
な
ら
こ
れ
は
三
づ

く
り
運
動
の
一
つ
、
体
力
づ
く
り
の
実
践
な
の
だ
。

　
「
私
の
学
校
で
は
、
学
習
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
、

心
づ
く
り
の
三
つ
を
、
　
“
三
づ
く
り
運
動
”
と
呼
ん

で
、
全
校
に
普
及
さ
せ
て
い
ま
す
。
」

　
こ
の
う
ち
、
基
本
に
な
る
の
は
や
は
り
体
力
づ
く

り
だ
。

　
持
久
力
を
養
い
、
頑
張
り
ぬ
く
力
を
育
て
よ
う
と
、

夏
季
は
毎
日
二
十
分
間
の
早
朝
体
育
、
冬
は
な
わ
と

び
・
腕
立
け
ん
す
い
・
つ
な
の
ぼ
り
に
励
む
。

　
こ
れ
ら
の
種
目
に
、
検
定
制
を
取
り
入
れ
て
い
る

受付け中です54年度

幼稚園・保育園児

短
パ
ン
姿
で

　
　
　
三
づ
く
り
の
実
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橘
小
村
山
　
繁
先
生

　
　
　
　
　
　
こ
と
は
、
以
前
に
も
紹
介
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
「
今
、
短
パ
ン
ツ
の
児
童
は
、
全
校
の
半
数
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

イ
チ
ョ
ウ
の
管
理
で

　
　
子
供
た
ち
に
自
主
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
囹
児
童
数
　
三
十
七
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
囹
教
職
員
数
八
名

54年度の川西幼稚園及び各保育園の入園
申請を、次により受付けています。

囹申請書提出期限　1月31日．

囹募集人員・申請書の提出先．

　　別表によります。

囹保育園の申請書には、次の書類を添付

　してください。

　・父母または祖父母で、勤め人のいる家

　庭は、事業主発行の勤務証明書か源泉

　徴収票を．

　・父母または祖父母で内職をしている家

　庭は、事業主発行の内職証明書を．

　●家庭で病人のある場合は、医師の診断

してください。

の障害などで、団体生活ができな

ははいれません。

中で引き続き入園を希望する人も
してください。

希望児が2人以上のときは、各児
とに申請してください．

状況をお聞きしますので、申請書
族がお持ちください．

書や添付書類に不備があると、受

できないことがありますのでご注
〃

・
請
集
別
育
て
母
は
収
母
は
庭
を
意
身
人
園
請
所
ご
庭
家
請
け
を

　
　
　
　
保
し
父
庭
徴
父
庭
家
書
注
心
い
在
申
入
童
家
は
申
付
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囹
・
　
　
・
　
　
…

別表

幼稚園・保育園の受付け案内

　
白
倉
小
広
川
源
一
郎
先
生

り
、
図
書
・
カ
ー
テ
ン
取
付
け
な
ど
の
費
用
に
充
て

ら
れ
た
。
勤
労
の
喜
び
と
、
お
金
の
尊
さ
を
、
子
供

な
り
に
感
じ
る
活
動
で
あ
る
。

　
「
子
供
た
ち
に
は
、
い
つ
も
、
こ
の
地
域
を
大
切

に
し
よ
う
、
と
指
導
し
て
い
る
の
で
す
が
、
地
域
の

将
来
が
、
は
た
し
て
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
考

え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
父
兄
の
悩
み
も
そ
こ
に
あ
る

ん
で
す
。
」

　
文
化
施
設
に
不
足
し
て
い
る
だ
け
に
、
地
域
は
学

校
を
中
心
に
動
く
。
P
T
A
会
費
が
部
落
負
担
な
の

を
始
め
、
学
校
行
事
は
、
部
落
あ
げ
て
の
催
し
と
変

わ
る
。
だ
か
ら
学
校
へ
の
愛
着
は
、
こ
の
う
え
な
い

も
の
に
な
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
親
が
子
供
た
ち
に
あ
ま
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
物
質
面
で
の
カ
バ
ー
は
考
え
も
の
で
す
。
」
、

白
倉
に
限
ら
ず
、
世
の
親
た
ち
へ
の
警
鐘
で
も
あ
る
。

施
設
名

募
集
人
員

入
所
区
域

申
請
書
の

配
布
場
所

申
請
書
の

提
出
場
所

歳
ー

歳
1

三
歳
児

三
歳

未
満
児

計

川
西
幼
稚
園

　
人

六
五

　
人

二
〇

／

／

　
人

八
五

壌
児
（
鶴
轟
翻
）

識
児
（
駐
讐
園
）

玄
稚
園
及
び

　
民
係
窓
口

幼
稚
園

千
手
保
育
園

六
〇

一
〇

七
〇

千
手
地
区

社
会
課
窓

口
及
び
各

保
育
園

社
会
課
窓

口
及
び
各

保
育
園

南
原
〃

四
〇

一
〇

五
〇

上
野
〃

七
五

一
五

九
〇

上
野
地
区

橘
〃

九
〇

一
〇

一
〇
〇

橘
　
地
区

仙
田
〃

七
〇

一
〇

八
○

仙
田
地
区
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たくさんの

出息
善

　
生
前
に
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

．

こ
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
こ
め
て

次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

．
母
ゲ
ン
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
星
名

由
太
郎
（
伊
友
）
さ
ん
か
ら
一
万
円

．
母
マ
チ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
相
崎

甚
平
（
下
平
新
田
）
さ
ん
か
ら
五
万
円

莚’嬢．

簸
縫

誌
噛．

謬
　し　　じ

訪

　
大
正
十
五
年
仙
田
に
生
ま
れ
、
昭

和
十
四
年
か
ら
再
び
元
ぎ
双
を
吸
っ
た

私
に
と
っ
て
、
仙
田
は
忘
れ
得
ぬ
地

で
あ
る
。

　
仙
田
に
関
し
て
思
う
と
き
、
強
く

記
憶
し
て
い
る
一
つ
だ
け
と
く
に
述

べ
て
み
た
い
。

　
昭
和
十
九
年
八
月
末
、
私
は
軍
隊

か
ら
休
暇
で
一
日
だ
け
仙
田
に
帰
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
私
は

半
月
ほ
ど
前
に
特
攻
隊
員
に
指
名
さ

れ
て
お
り
、
休
暇
が
終
わ
れ
ば
広
島

の
宇
品
港
か
ら
す
ぐ
輸
送
船
で
南
方

に
お
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
だ
れ
に
も
い
っ
て
は
な

ら
ぬ
と
、
固
く
口
止
め
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
夜
、
二
階
の
窓
か
ら
渋
海
川

の
橋
の
近
辺
の
家
に
と
も
っ
て
い
る

．
母
タ
ケ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
小
林

初
一
（
中
屋
敷
）
さ
ん
か
ら
二
万
円

．
父
益
一
郎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
丸

山
惣
吉
（
根
深
）
さ
ん
か
ら
五
万
円

　
　
　
　
つ
∩
U
D
O
O
O

※
県
営
ほ
場
整
備
事
業
、
千
手
地
区
実

行
委
員
会
か
ら
、
解
散
式
に
あ
た
っ
て
、

お
礼
返
し
の
意
味
で
、
町
に
あ
て
て
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
篶
畢
縷
講

渋
海
川
の
ほ
と
り
　
　
●
離
町
昭
和
牽
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
職
業
　
弁
護
士

　
　
　
　
世
田
谷
区
儀
同
保
さ
ん
（
五
＋
二
歳
）

電
灯
を
な
が
め
な
が
ら
、
こ
れ
で
父

母
と
も
、
こ
の
仙
田
の
地
も
、
す
べ

て
見
お
さ
め
だ
と
思
っ
た
。
そ
う
し

た
中
で
、
万
が
一
に
も
生
き
て
帰
れ

た
ら
、
生
命
の
限
り
本
を
読
み
、
学

問
的
な
職
業
で
生
き
る
生
活
を
し
た

い
、
と
夜
ふ
け
ま
で
思
い
続
け
た
。

　
そ
の
あ
と
、
沖
縄
に
お
く
ら
れ
、

翌
年
三
月
末
か
ら
八
月
ま
で
ア
メ
リ

カ
軍
と
の
戦
い
と
な
り
、
仲
間
は
特

攻
で
戦
死
、
自
殺
や
栄
養
失
調
で
死

ん
だ
が
、
私
は
　
死
寸
前
で
生
き
の

び
た
。
　
（
同
じ
島
の
隊
に
小
根
岸
の

小
海
末
一
さ
ん
が
お
り
、
子
供
の
こ

ろ
か
ら
め
ん
ど
う
み
て
く
れ
た
中
仙

田
の
，
は
か
ん
ど
う
”
f
・
今
は
家

号
住
吉
ー
の
小
林
福
栄
さ
ん
は
、

沖
縄
本
島
で
戦
死
さ
れ
た
。
）

　
敗
戦
を
ア
メ
リ
カ
軍
に
知
ら
さ
れ

て
捕
虜
に
な
っ
た
と
き
、
　
「
あ
あ
、

お
れ
は
ま
た
本
が
読
め
る
の
だ
」
と

思
っ
た
。

　
仙
田
に
復
員
し
て
役
場
に
勤
め
る

こ
と
十
二
年
だ
っ
た
が
、
こ
の
と
き

の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
・
ま
わ
り
の
人

に
は
迷
惑
を
か
け
な
が
ら
、
気
違
い

じ
み
た
ほ
ど
本
を
読
ん
だ
。

　
三
十
四
年
た
っ
た
現
在
、
怠
惰
な

気
持
に
な
る
と
、
死
を
前
に
し
て
真

剣
に
自
分
の
生
命
と
学
ぶ
こ
と
を
考

え
た
若
き
日
の
こ
と
を
思
い
出
す
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
最
近
は
橋
の
近
辺
も
相
当
か
わ
っ

て
は
来
た
が
、
な
ん
と
し
て
も
渋
海

川
を
中
に
し
て
の
仙
田
の
谷
は
、
思

い
出
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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万
五
干
円
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ

て
て
五
万
七
千
九
百
十
五
円
を
、
そ
れ

ぞ
れ
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
0
0
0
0
0
0

※
中
仙
田
の
龍
已
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
か
ら
、

交
通
安
全
聖
観
世
音
に
寄
せ
ら
れ
た
浄

財
八
千
七
百
二
十
一
円
に
、
自
己
出
費

分
を
加
え
て
一
万
円
を
、
交
通
安
全
の

た
め
に
と
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

）
・
、
多
9
・
ク
）
　
タ
）
、

目
標
を
大
き
く
突
破

　
　
　
歳
末
助
け
あ
い

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
は
、
た
く

さ
ん
の
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ミ

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
①

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
千
手
地
区
】

○
中
島
町
・
丸
山
芳
数
、

平
野
栄
太
郎
、

田
宏
太
郎
、

金
作
、
○
永
久
公
舎
・
藤
田
隆
策
、

栄
町
・
上
村
克
三
、

村
田
慶
朗
、

〇
四
郎
兼
・
高
橋
秀
夫
、

渡
辺
ケ
ン
、
○
上
町
・
丸
山
英
郎
、

中
央
町
・
南
雲
久
守
、

（1／4現在）

　
　
　
　
　
○
山
野
田
・

　
○
発
電
所
通
り
西
・
藤

○
発
電
所
通
り
東
・
佐
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
○
山
野
田
住
宅
・

○
朝
日
町
・
斉
藤
茂
和
、

　
　
　
　
　
○
東
善
寺
・

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
○
田
中
町
・
柄

　
十
二
月
末
日
で
の
結
果
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

※
目
標
額
　
　
杢
九
、
8
。
円

※
達
成
額
　
　
七
七
六
、
七
六
一
円

※
達
成
率
　
　
三
一
、
五
五
％

　
ご
覧
の
よ
う
に
、
目
標
額
を
大
幅
に

上
わ
ま
わ
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
と
く
に
、
こ
の
中
に
は
、
一
人
五
千

円
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
の
を
最
高
に
、

干
円
以
上
の
高
額
寄
付
を
し
て
く
れ
た

人
が
一
一
十
人
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
暖
い
お
金
は
、
町
内
の
生

活
保
護
世
帯
二
十
一
件
を
始
め
、
母
子

惜
辱
縦
、
重
度
心
身
障
害
者
、
ね
た
き
り

老
人
、
長
期
入
院
患
者
な
ど
、
二
百
五

十
五
件
の
方
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ
配
分
い

た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

沢
悟
、
○
神
社
町
・
高
橋
庸
浩
、
○
学

校
町
・
数
藤
光
四
郎
、
○
中
屋
敷
・
佐

藤
虎
男
、
○
寺
尾
・
佐
藤
博
夫
、
○
木

島
・
南
雲
定
平
、
○
沖
立
・
数
藤
徳
義
、

○
伊
友
・
藤
本
秀
雄
、
○
高
原
田
・
田

辺
芳
松
、
○
坪
山
・
中
村
正
隆
、
○
霜

条
・
山
岸
徳
次
、
○
鶴
吉
・
渡
辺
正
一
、

○
木
島
公
舎
・
安
中
忠
一
二

【
上
野
地
区
】

○
教
員
住
宅
・
池
田
正
樹

【
橘
地
区
】

○
木
落
・
山
家
清
作
、
○
寺
ケ
崎
・
山

崎
武
治
、
○
塩
辛
・
高
津
正
、
○
野
口

．
野
沢
正
夫
、
○
原
田
・
丸
山
欽
一
郎
、

○
根
深
・
丸
山
茂
吉
、
○
下
原
・
丸
山

、

正
平
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更
新
の
方
も
お
忘
れ
な
く

　
き
び
し
い
寒
さ
と
と
も
に
、
暖
気
が
こ
い
し
い
季
節
で
す
。

　
例
年
、
こ
の
時
期
に
は
、
火
災
事
故
が
集
中
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
当
町
に
お
け
る
最
近
の
火
災
事
故
を
原
因
別
に
分
析
し
て
み
ま
す
と
、

①
石
油
類
の
取
り
扱
い
不
注
意
、
②
ヲ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
取
り
扱
い
不
注
意
、

③
た
ば
こ
の
不
始
末
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、
火
災
発
生
の
原
因
に
な
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
、

火
の
用
心
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
類
焼
や
落
雷
の
よ
う
に
、
不

可
抗
力
に
よ
る
事
故
の
多
い
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

冬
季
間
そ
し
て

午
後
に
多
い
火
災

火
災
の
発
生
時
刻
を
調
べ
て
み
ま
す

と
、
正
午
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
の
間
に

り
一
．
』

荊
　
　
田

、，レ驚

W¶lll1W㎜1、《舳！W嚇《Mlll』〈MI髄

半
数
が
、
ま
た
、
六
時
以
後
夜
間
の
十

二
時
ま
で
の
間
が
四
分
の
一
、
そ
し
て

残
り
の
四
分
の
一
が
、
真
夜
中
か
ら
お

昼
ま
で
の
十
二
時
間
に
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
火
気
を
最
も

　
　
　
多
く
使
う
時
間
帯
と
い
う
よ
り

　
　
　
も
、
火
の
そ
ば
を
離
れ
た
り
、

砂
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
が
、

火
災
発
生
原
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
掛
金
で

大
き
な
安
心
を

こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

　
若
夫
婦
が
共
か
せ
ぎ
の
た
め
に
、
留

守
番
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
火
の
心
配

か
ら
、
内
緒
で
建
物
共
済
の
掛
金
を
払

っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
き
っ
と
、
若
夫

婦
の
留
守
を
守
る
た
め
に
、
責
任
を
感

じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
建
物
共
済
の
掛
金
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
ヘ
ソ
ク
リ
で
も
支
払
い
で
き
る
額

で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
な
く
、
万
一

に
備
え
て
家
族
で
相
談
し
て
、
十
分
安

心
で
き
る
額
の
加
入
を
、
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。

見
な
お
そ
う

わ
が
家
の
価
値
を

　
自
分
の
家
は
古
く
な
っ
て
価
値
が
な

い
か
ら
、
そ
ん
な
に
高
額
加
入
を
し
な

く
て
も
よ
い
、
こ
ん
な
お
考
え
の
人
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
け
っ
し
て
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
三
メ
ー
ト
ル
余
の
豪
雪
に
耐
え
、
尊

い
家
族
と
大
切
な
財
産
を
守
っ
て
い
る

わ
が
家
の
価
値
は
、
そ
ん
な
に
粗
末
に

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
万
一
の
場
合
に
は
、
再
建
築
の
費
用

に
見
合
っ
た
だ
け
加
入
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　
一
月
か
ら
一
二
月
は
、
建
物
共
済
更
新

の
時
期
で
す
。

　
是
非
、
も
よ
り
の
共
済
連
絡
員
か
、

役
場
の
農
業
共
済
係
に
ご
相
談
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ヤ
帥
慢
㌔

聾
露
簿
蒙
諺
鰯
嬬
激
聯
箋
融
属
鞠
奪
響

　
　
人
づ
て
に
、
丸
久
の
母
ち
ゃ
ん
の
つ

　
け
も
の
は
、
格
別
う
ま
い
と
聞
い
た
。

　
　
お
正
月
の
飲
み
食
い
疲
れ
に
、
こ
の

　
話
題
こ
そ
う
っ
て
つ
け
、
と

出
掛
け
て
み
た
の
だ
が
…
…
・

　
　
「
よ
ー
く
ま
、
だ
れ
が
そ

う
い
っ
た
の
オ
。
」
く
っ
た

く
の
な
い
大
声
が
部
屋
中
に

響
く
b

　
「
つ
け
も
の
は
、
ど
こ
の

家
庭
で
も
工
夫
し
て
い
ま
す
は

ゼ
ノ
．
私
な
ん
か
と
て
も
と
理

て
も
．
」
　
　
　
　
料

　
で
も
、
商
売
が
ら
、
研
究
　
な

さ
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
．
？
．
㌔
意

　
「
そ
う
で
す
ね
エ
．
や
っ
得

ぱ
り
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
だ

れ
た
。

　
「
大
根
を
丸
ご
と
、
皮
付
き
の
ま
ま

塩
に
つ
け
ま
す
。
水
が
あ
が
り
、
辛
昧

が
な
く
な
っ
た
ら
、
酒
か
す
、
ミ
リ
ン

あ
ま
酒
の
中
に
つ
け
込
む
の
で
す
。
ベ

ッ
コ
ゥ
色
に
な
り
、
ベ
ッ
タ
ラ
づ
け
に

　
　
　
　
に
た
昧
で
、
と
て
も
う
ま
い

オフクロの味
　上野　富井タキさん

き
た
い
と
は
考
え
て
い
ま
す
が
。
…
…
」

と
い
う
わ
け
で
、
よ
う
や
く
当
方
の
意

を
く
ん
で
く
れ
る
。

　
「
変
わ
っ
た
つ
け
も
の
と
い
え
ば
…

…
…
」
と
、
次
の
こ
と
を
紹
介
し
て
く

基
禾
を
お
く
こ
と
、

い
こ
と
、

す
ね
エ
。

　
丸
久
の
味
な
ら
ぬ
、

な
の
だ
そ
う
な
。

で
す
よ
已
ミ
リ
ン
、
あ
ま
酒

は
、
好
み
に
応
じ
て
あ
ん
ば

い
す
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
商
売
が
ら
で
も
な
い
だ
ろ

う
が
、
つ
け
も
の
に
限
ら
ず
、

料
理
全
般
に
は
気
を
使
い
、

勉
強
も
欠
か
さ
な
い
。

　
「
私
は
む
し
ろ
煮
物
の
方

が
得
意
で
す
ゼ
ノ
。
ふ
・
が

ん
も
ど
き
・
大
根
な
ど
、
大

な
べ
い
っ
ぱ
い
作
り
ま
す
が
、

み
ん
な
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ

ま
す
。

　
煮
物
の
こ
つ
は
、
ダ
シ
に

　
　
　
　
も
と
を
階
し
ま
な

か
く
し
昧
を
付
け
る
こ
と
で

」　
　
　
　
　
オ
フ
ク
ロ
の
昧

●、

成
人
式
・
5
月
3
日
に

◎
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
か
ら

　
※
今
年
も
、
こ
の
よ
う
な
計
画
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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晴
内
謬

菟超丈　
　
　
も
亀
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

　
　
　
ヨ
ヨ
ヤ
　
　
　
し

　
　
8
曜
蒐
監
、
、
、
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一
一
一
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．
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．
．
．
．
．
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．
聯
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．
．
一
．
．
．
り
一
．
9
．
．
．
一
．
．
二
頓
．
．
．
．
q
…
一
．
．
．
．
＝
三
噛
．
．
一
一
三
頓
．
．
一
薗
一
…
監
．
．
3
三
一
一
．
．
｛
一
．
．
3
三
…
一
一
三
一
…
一
9
＝
一
…
3
…
｝
一
＝
噂
一
…
｛
…
層
一
ド

淡
水
魚
の
ホ
ー
プ

　
　
　
　
に
か
け
る
夢

　
　
“
テ
ラ
ピ
ア
”
…
…
…
と
い
っ
て
も

ご
存
知
な
い
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
学
名
は
、
ス
ズ
キ
目
、
ス
ズ
キ
亜
目

シ
ク
リ
科
　
テ
ラ
ピ
ア
属
　
ニ
ロ
チ
カ

種
、
と
長
く
な
り
ま
す
が
、
い
う
な
れ

ば
ア
フ
リ
カ
原
産
の
熱
帯
魚
の
一
種
な

の
で
す
。

　
こ
の
テ
ラ
ピ
ア
が
、
最
近
、
淡
水
魚

の
ホ
ー
プ
と
し
て
多
く
の
関
心
を
集
め

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
手
軽
な
飼
育
方
法
と
、
食
味
の
良
さ

が
受
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
飼
育
者
は

全
国
的
に
広
が
り
、
本
県
で
は
織
鯛
（

お
り
だ
い
）
と
も
呼
ん
で
、
生
産
振
興

に
力
を
入
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
ち
ょ
っ
と
ふ
る
わ

な
い
の
が
に
し
き
ご
い
、
こ
の
分
を
カ

バ
ー
し
ょ
う
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の

で
し
ょ
う
が
、
町
で
も
、
こ
の
テ
ラ
ピ

ァ
飼
育
を
真
剣
に
考
え
始
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨
年
は
小
白
倉
の
江
口
定

之
さ
ん
が
、
試
験
飼
育
を
行
い
、
そ
の

成
果
は
上
々
、
い
よ
い
よ
、
大
々
的
に

取
り
組
ん
で
み
た
い
と
張
り
き
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
い
っ
た
い
、
テ
ラ
ピ
ア
な
る
魚
は
、

ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず

は
、
江
口
さ
ん
の
話
を
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

　
「
去
年
の
七
月
に
一
匹
三
百

グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
の
も
の
を
二
十

キ
ロ
ほ
ど
買
い
に
し
き
ご
い
用

の
池
で
飼
っ
て
み
ま
し
た
。
秋

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
キ
ロ
ぐ
ら

い
に
な
り
、
こ
れ
な
ら
販
売
す

る
に
も
十
分
の
大
き
さ
で
す
。

　
熱
帯
魚
な
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
度
か
ら
三

十
度
く
ら
い
の
水
温
が
一
番
適
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
気
に
は
強
い
魚
で
す
が
、
水
温
の

低
い
と
き
に
動
か
す
と
、
す
ぐ
に
落
ち

て
し
ま
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
」

　
秋
の
収
穫
の
際
に
も
何
匹
か
死
ん
で

し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
魚
は
受
精
卵
を
口
に

ふ
く
ん
で
い
な
が
ら
ふ
化
さ
せ
る
の
だ

そ
う
で
す
。
こ
と
に
、
適
当
な
水
温
だ

と
、
メ
ス
は
年
に
四
回
も
産
卵
し
ま
す

の
で
、
年
間
通
し
て
、
繁
殖
活
動
を
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
太
れ
な
い
と
も

い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
性
転
換
（
薬

品
で
メ
ス
の
機
能
を
な
く
し
て
し
ま
う
）

を
行
っ
て
太
ら
せ
る
と
い
う
変
り
種
で

も
あ
る
の
で
す
。

　
「
こ
の
食
味
が
ま
た
、
と
て
も
い
い
、

さ
し
み
、
煮
魚
、
焼
き
魚
と
何
に
し
て

も
う
ま
い
魚
で
す
。
現
在
は
数
が
少
な

い
の
で
タ
イ
と
同
じ
く
ら
い
の
値
段
で

す
よ
…
…
。
」

餌
は
配
合
飼
料
一
本
の
た
め
、
費
用

も
結
構
か
か
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
江

口
さ
ん
は
、
綿
密
な
計
画
の
も
と
に
、

採
算
は
と
れ
る
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
幸
い
、
に
し
き
ご
い
を
飼
っ
た
経

験
も
あ
り
ま
す
し
、
池
や
器
具
も
そ
ろ

っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
生
か
し

な
が
ら
、
や
っ
て
み
る
つ
も
り
で
す
已

　
新
年
に
は
、
十
八
人
く
ら
い
の
メ
ン

バ
ー
で
三
十
ト
ン
の
成
魚
を
め
ざ
す
と

い
い
、
町
で
も
、
新
農
構
事
業
で
施
設

の
充
実
を
は
か
り
た
い
と
、
テ
ラ
ピ
ア

に
か
け
る
夢
は
大
き
い
の
で
す
。
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．
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』
ぢ
レ
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◎
か
ゆ
と
い
し
も
や
け

　
冬
に
な
る
と
あ
ら
わ
れ
る
の
が

「
し
も
や
け
」
。
で
も
、
最
近
は
、
防

寒
具
や
暖
房
設
備
が
整
い
、
栄
養
状

態
も
良
く
な
っ
て
、
か
な
り
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
男
子
よ
り
女
子

に
多
く
、
と
く
に
”
思
春
期
〃
の
女

性
に
多
い
の
が
し
も
や
け
で
す
。

※
し
も
や
け
の
予
防

　
し
も
や
け
に
な
り
や
す
い

人
の
手
足
の
体
温
は
、
正
常

な
人
よ
り
も
低
く
、
寒
冷
に

対
す
る
血
管
の
反
応
が
に
ぶ

い
た
め
、
血
液
の
流
れ
が
悪

鰯霧
　
　
謎
覇簸鴫

く
な
り
、
さ
ら
に
、

く
つ
や
手
ぶ
く
ろ

な
ど
に
よ
る
し
め

つ
け
も
加
わ
っ
て

か
ゆ
～
い
し
も
や

け
症
状
を
つ
く
る

の
で
す
。
”
手
足

の
血
行
を
よ
く
す

る
こ
と
”
こ
れ
が
、

し
も
や
け
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

く
つ
下
の
着
用
も
さ
け
、
保
温
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
レ
バ
ー
や

乳
製
品
有
色
野
菜
な
ど
を
十
分
に

と
る
”
食
事
療
法
”
も
大
切
で
す
。

◎
あ
つ
～
い
や
け
ど

　
昔
「
や
け
ど
」
は
、
冬
の
も
の
と

決
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
生
活

環
境
の
中
で
は
年
中
、
そ
し
て
、
原

　
　
　
因
も
さ
ま
ざ
ま
と
な
っ
て
き

　
　
　
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
熱
湯

しもやけ（凍瘡）と

　　やけど（火傷）

　
手
足
を
ぬ
る
ま
湯
で
よ

く
洗
い
、
か
わ
い
た
タ
オ

ル
で
ふ
き
と
っ
た
あ
と
、

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
等
を
す

り
込
ん
で
、
よ
く
マ
ッ
サ

ー
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。　

し
め
っ
た
手
ぶ
く
ろ
や

　
　
　
（
ポ
ッ
ト
・
ヤ
カ
ン
）
、
ス

　
　
　
ト
ー
ブ
・
ア
イ
ロ
ン
・
湯
タ

　
　
　
ン
ポ
等
で
す
。

　
　
　
※
や
け
ど
の
救
急
処
置

　
　
　
　
ま
ず
、
や
け
ど
の
部
分
を

　
　
　
冷
水
で
冷
や
す
こ
と
で
す
。

　
　
　
体
の
場
合
は
冷
湿
布
し
て
く

　
　
　
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が

　
　
　
痛
み
を
と
り
、
水
泡
の
発
生

　
　
　
を
防
ぎ
ま
す
。
冷
水
を
か
け

　
　
　
る
こ
と
が
一
分
で
も
、
一
秒

　
　
　
で
も
早
い
ほ
ど
な
お
り
が
よ

　
　
　
い
の
で
す
。

　
　
　
　
衣
類
な
ど
は
、
水
を
か
け

　
　
　
な
が
ら
脱
が
せ
て
く
だ
さ
い
。

バ
ケ
ツ
や
洗
面
器
に
氷
を
入
れ
水

が
流
れ
込
む
よ
う
に
し
、
そ
の
中
に

や
け
ど
の
部
分
を
入
れ
て
お
け
ば
、

さ
ら
に
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
十
分
に
冷
え
、
痛
み
も
な
く
な
っ

た
ら
、
き
れ
い
な
布
、
ガ
ー
ゼ
で
お

お
っ
て
病
院
へ
つ
れ
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。

骸
蓼
骸
葛
骸
犠
葛
接
暑
曝
骸

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
骸
接
骸
犠
葛
葛
葛
膿
膿
然
犠
骸

う
ぷ
声
1
お
す
こ
や
か
に

藷渠罐森騨舗霧賭
　　　　　　　久　麻　由
大千彩尚一桂　美英紀満加
介尋子子夫巳淳子樹子　里
敏哲四憲力静正満博亮善和
夫　郎二司雄一・男良一夫昭

長長長二長三長長二長二二
男男女女男男男女男女男女
　　　　　　　　新
三元仁下高木田上町東木学
　　　　原　中　新善　校
領町田原田落町野田寺落町

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

須
藤
泰
助
　
下
原

小
林
タ
ケ
　
中
屋
敷

丸
山
　
マ
セ
　
　
新
町
新
田

　
　
　
　
　
小
わ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
一
。
領

七七五
四〇七

　
　
　
　
　
　
　
　
畔
壇

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
た
か
し

降
る
雪
が
降
っ
て
妻
有
の
山
眠
る

蒜
な
く
八
十
路
の
坂
を
抽
子
湯
く
む

訪
え
ば
焚
火
の
中
に
着
ぶ
く
れ
て

焚
き
終
え
し
残
火
集
め
で
芋
を
焼
く

飛
行
雲
冬
空
淡
き
昼
の
月

相星相渡田
崎名崎邊口

仙
治

平
治

マ
チ

ゲ
ン

由
松

沖伊下上木
　　平
立友新野落
　　田

九九八七七
〇〇七九七

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
戴

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
翻

（
。
蘇

◎
新
婦

（
翻

（
翻

（
。
潔

◎
新
婦

（
。
謙

◎
新
婦

岡
村
洋
　
　
発
電
所
通

藤
巻
恵
美
子
発
電
所
通
か
ら

羽
鳥
栄
吉
仁
田

酒
井
　
重
子
　
十
日
町
か
ら

岡
島
達
雄
大
白
倉

深
津
武
子
　
茨
　
城
か
ら

水
落
秀
夫
仁
田

小
杉
登
喜
子
東
京
か
ら

中
條
益
治
木
島
町

楠
本
ま
つ
み
　
和
歌
山
か
ら

大
嶋
　
一
夫
　
新
町
新
田

星
名
喜
代
子
沖
立
か
ら

小
林
常
正
中
仙
田

武
田
八
重
子
　
長
　
野
か
ら

和
久
井
秀
次
木
落

石
澤
千
代
江
津
南
か
ら

　
　
　
木
島
山
賀
芹
子

高
窓
に
残
る
冬
至
の
日
を
惜
し
み

霜
の
夜
の
山
ふ
と
こ
ろ
の
町
な
り
し

落
ち
て
い
し
団
栗
拾
い
ま
た
登
る

銀
杏
の
葉
し
お
り
に
し
た
る
頁
開
け

四
五
枚
の
残
り
し
紅
葉
潔
し

　
　
　
　
　
　
小
自
倉
　
江
口
み
ゆ
き

霜
柱
工
事
現
場
へ
急
ぐ
道

二
一
二
本
新
巻
届
き
年
暮
る
る

初
鏡
二
す
じ
三
す
じ
白
き
髪

マ
ー
I
l
I
1
5
1
『
巳
I
1
8
1
8
酢
『
l
I
1
8
1
ー
ー
I
I
I
o
1
8
1
1
1
1
1
9
』

（
。
蘇

　
◎
新
婦
中
村

（
。
蘇
木
村

　
◎
新
婦
樋
口

　
　
7
，
乳
孫
さ
み
釜
豪
ヴ

　
カ
ル
タ
取
り
妻
若
や
ぎ
し
声
も
て
り

　
　
＊
新
年
課
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
壇
選
者
吟

　
お
降
り
や
白
壁
に
あ
る
大
庇

　
雪
日
射
し
来
た
り
正
月
ら
し
き
か
な

華
や
か
に
ゆ
る
や
か
に
羽
子
舞
い
落
ち
し
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蒙禽歯i今年こそ無事故にi…‡欝鷺椰鷺」鴬端
翻縣i牌1年間の交通事故発生件数i孝§12月の交通事故発生件数

辮i　講　難李iき熱警8謙
ぎ　二子助iそれでも・信号機の増設のかいi参ま1死者0（0）1（2）




